走跳の運動（遊び）　かけっこ・リレーにおける教材の系統性
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走跳の運動（遊び）　教材の工夫

◯　技能を高める手立て








身に付けさせたい動きをキーワード化した。


　その際、子どもと対話しながら、共通化する言葉を示すようにした。





練習の場に掲示することで、動きを意識して試技させるとともに、友達の動きを観察する視点となるようにした。





　バトンの受け渡しの基本的な技能の定着を図った。ボール（バトン）が落ちにくく、子どもたちは安心して活動することができた。
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マジックテープを巻いたボール








